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ワサギに未処理パパイン(結晶パパインを水に溶かしたもの)を Freund の complete adjuva t1t と





{monomer, dimer 叉は Hexamer) で存在するので算出できない。しかし一応抗原を dimer (M. 
W. 40 ， 000) ，抗体の M.W. を 160， 000 と仮定してそれを計算すると当量点では 2.15，抗体大過剰で
のそれは 3.2 となる。次に未処理パパインとの定量沈降反応を行なうと典型的な沈降曲線が得られ
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トがパパインに対してどの様な態度を示すか調べた。 Porter の条件で抗パパイ γ をノミパイ γ分解し
CMーセノレローズカラムにかけると F- 1 , F-H, F-I に相当する画分が得られた。一方，抗パパ
イ γ を Nisonoff の方法でベプV ン分解してもF- 1 , F-H, F-I なる画分が得られた口ペプνγ
分解物 F-1 ， F-H パパイ γ分解物F- 1 , F-H を用いてパパインー抗パパイン系の沈降反応の阻
害を試みた。その結果，阻害能に関してはぺプV:/分解物>パパイ γ分解物，なる関係が F-1 ， F 
-H それぞれについて成立している。パパイ γ分解物の場合 F-1 と F-H にパパインの酵素活性が
認められたので，抗パパインを分解する目的で、加えたパパインが F~ 1, F-H と共に CMーセノレロ
ーズカラムより溶出されるらしい。叉ペプV ン分解物を用いてパパイ γ活性の阻害を調べたところ活
性の阻害能に関しては F-1 >F-H であった。
次に基質分子の大きさを変えて抗体による酵素活性阻害を調べた。カゼイ γを基質とすると 90労以
上の阻害がみられるのに対し，ベンゾイノレアノレギニ γ アミドを基質にすると20%程度の阻害しか認め






(H) 沈降物中のパパインは， EDTA , V ステインによって活性化され抗パパ千ンを分解するロ
(1) パパイン分解を受けた抗ノミパイ γ プラグメ γ トを CMーセノレローズのカラムにかけるとFーし





75γーグロプリンに対するν ステイン EDTA 活性化パパインの態度が明らかにされて以来，パパ
インが広く抗体 γーグロプ日ンの分解に用いられる様になった白
そこで、パパイン自身を抗原として，これに対する抗体がパパインに対して，どの様な挙動を示すかを
調べている D その結果抗パパイン抗体は塩化第二水銀不活性化パパイ γ，未処理パパイ γ，活性化パパ
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インのいずれとも沈降物を形成すること，及び沈降物中のパパインを活性化することによって抗パパ
イン抗体が分解されること等が明らかにされている。更に抗パパイン抗体はパパインの活性を特異的
に阻害するが基質分子を小さくすると，その阻害の程度が減少することが証明されている。
以上の様に抗ノミパイン抗体はパパインの基質であると同時に特異的阻害剤であり，抗体によるパパ
イン活性阻害は立体障害によると示唆する結果が得られている点で意義深い研究である。
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